
(57)【要約】

　　【課題】　　　ＩＰ網経由で音声通話をしている間

に新たにかかってきた発呼に対して適切且つ安価に対応

すること。

　　【解決手段】　オペレータのダイヤル発呼に応じて

ＩＰ電話制御部２０１でＩＰ網１０６を介して音声通話

に必要な通信制御を行い、このＩＰ電話制御部２０１に

おける通信制御中にＰＳＴＮ着信検出部２０６でＰＳＴ

Ｎ網１０７を介して新たな着信を検出すると、このＰＳ

ＴＮ網１０７からの新たな着信の検出に応じてＰＳＴＮ

着信通知部２０７でその旨をオペレータに通知する。

　【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制 御 を 行 う Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 と 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御
部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 を 検 出 す る 着 信 検 出 部 と 、 前 記 新 た な 着 信 の 検 出
に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 着 信 通 知 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｐ
電 話 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 着 信 検 出 部 は 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新
た な 着 信 を 検 出 し 、 前 記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨
を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｉ Ｐ 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 着 信 検 出 部 は 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 前 記 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新
た な 着 信 を 検 出 し 、 前 記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ
ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の Ｉ Ｐ 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 着 信 通 知 部 は 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る
こ と で そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か
に 記 載 の Ｉ Ｐ 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と し て の 機 能 を 有 し な い 電 話 装 置 に 接 続 さ れ 当 該 電 話 装 置 を Ｉ Ｐ 電 話 装 置
と し て 機 能 さ せ る 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 話 装 置 か ら ダ イ ヤ ル 発 呼 を 受 け る と Ｉ Ｐ 網 を
介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制 御 を 行 う Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 と 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通
信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 を 検 出 す る 着 信 検 出 部 と 、 前 記 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ
の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 着 信 通 知 部 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 着 信 検 出 部 は 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新
た な 着 信 を 検 出 し 、 前 記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨
を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 着 信 検 出 部 は 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 前 記 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新
た な 着 信 を 検 出 し 、 前 記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ
ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ 記 載 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 着 信 通 知 部 は 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る
こ と で そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か
に 記 載 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制 御 を 行 う 工 程 と 、 前 記 通 信 制 御 中 に お け る 新 た
な 着 信 を 検 出 す る 工 程 と 、 前 記 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る
工 程 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 着 信 通 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の
新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 着 信
通 知 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 通 信 制 御 中 に お け る 前 記 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た
な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 又 は 請 求 項 １ ０
記 載 の 着 信 通 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る こ と で そ の 旨 を オ ペ
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レ ー タ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 の 着 信 通 知
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 通 話 す る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 、 制 御 装 置 及 び 着 信 通 知 方 法 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 に 伴 い 、 イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス 接 続 中 で あ り な が ら 、 イ
ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て い な い 他 の 加 入 者 か ら の 発 呼 の 把 握 や 、 イ ン タ ー ネ ッ ト か ら の 付
加 サ ー ビ ス の 利 用 を 可 能 と す る こ と が 要 請 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 要 請 に 対 応 す る 技 術 と し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス 接 続 中 の 加 入 者 に 対 し て 他
の 加 入 者 が 着 信 し よ う と す る 場 合 に 当 該 他 の 加 入 者 か ら の 呼 に 応 じ て イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー
バ か ら イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス 接 続 中 の 加 入 者 に イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル を 用 い て 着 信
通 知 を 行 う 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 Ｉ Ｐ 網 上 で 音 声 通 話 を 可 能 と す る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が 普 及 し て い く 中 、 か か る Ｉ Ｐ 電
話 装 置 に お い て 通 話 を し て い る 間 に 、 他 の 電 話 装 置 か ら の 発 呼 に 対 応 す る こ と も 要 請 さ れ
て い る 。 例 え ば 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 の 音 声 通 話 を 可 能 と す る と 共 に 、 公 衆 電 話 交 換 網 （ Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ
） 経 由 の 通 話 を 可 能 と す る 電 話 装 置 に お い て 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 を し て い る 間 に か か
っ て き た Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 上 の 電 話 装 置 か ら の 発 呼 に 対 応 す る こ と が 要 請 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ２ ２ ３ ３ 号 公 報 （ 図 ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 か か る 要 請 に 対 応 す る 技 術 と し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応
答 部 及 び 擬 似 ビ ジ ー ト ー ン （ Ｂ Ｔ ） 生 成 部 を 設 け 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 を し て い る 間 に
Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 経 由 の 発 呼 を 検 知 す る と 、 擬 似 的 な ビ ジ ー ト ー ン （ 以 下 、 「 擬 似 Ｂ Ｔ 」 と い う ）
を 生 成 し て 送 出 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ７ は 、 上 述 の 要 請 に 対 応 す る た め の Ｉ Ｐ 電 話 装 置 ７ ０ ０ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。 同 図 に お い て 、 制 御 ア ダ プ タ ７ ０ １ は 、 接 続 さ れ た 電 話 機 ７ ０ ２ を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と
し て 機 能 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 す な わ ち 、 同 図 に お い て は 、 制 御 ア ダ プ タ ７ ０ １ に 通 常 の
電 話 機 ７ ０ ２ が 接 続 さ れ た 状 態 で Ｉ Ｐ 電 話 装 置 ７ ０ ０ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 同 図 に お い て 、 制 御 ア ダ プ タ ７ ０ １ は 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 ７ ０ ３ 、 Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ ー フ ェ ー
ス （ Ｉ ／ Ｆ ） 部 ７ ０ ４ 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） 部 ７ ０ ５ 及 び 電 話 機 イ ン タ
ー フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） 部 ７ ０ ６ を 備 え る 。 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 ７ ０ ３ は 、 制 御 ア ダ プ タ ７ ０ １
の 全 体 の 動 作 を 制 御 す る も の で あ り 、 接 続 さ れ た 電 話 機 ７ ０ ２ を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と し て 機 能
さ せ る た め の 制 御 を 実 行 す る 。 Ｌ Ａ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ７ ０ ４ 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ７ ０ ５ 及 び 電 話
機 Ｉ ／ Ｆ 部 ７ ０ ６ は 、 そ れ ぞ れ 制 御 ア ダ プ タ ７ ０ １ が 接 続 さ れ る Ｌ Ａ Ｎ （ Ｌ Ａ Ｎ 経 由 で 接
続 さ れ る Ｉ Ｐ 網 ） 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 及 び 電 話 機 ７ ０ ２ と の 間 の イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ７ ０ ５ に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応 答 部 ７ ０ ７ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の Ｐ
Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応 答 部 ７ ０ ７ に 擬 似 Ｂ Ｔ 生 成 部 ７ ０ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応 答 部
７ ０ ７ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ７ ０ ５ に 入 力 さ れ た 特 定 の 信 号 （ Ｉ Ｒ ） を 自 動 的 に 検 知 し て
応 答 処 理 を 実 行 す る 。 擬 似 Ｂ Ｔ 生 成 部 ７ ０ ８ は 、 所 定 の 場 合 に 擬 似 Ｂ Ｔ を 生 成 し て Ｐ Ｓ Ｔ
Ｎ 自 動 応 答 部 ７ ０ ７ に 渡 す 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の 構 成 を 有 し 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 ７ ０ ０ は 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経
由 の 発 呼 を Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応 答 部 ７ ０ ７ が 検 知 す る と 、 擬 似 Ｂ Ｔ 生 成 部 ７ ０ ８ が 生 成 し た 擬
似 Ｂ Ｔ を 受 け 取 り 、 発 呼 し て き た 電 話 装 置 に 対 し て 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ８ は 、 上 記 構 成 を 有 す る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ り Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 経
由 の 発 呼 に 対 応 す る 際 の 処 理 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 同 図 に お い て は 、 制 御 ア ダ プ タ
Ａ に 電 話 機 Ａ が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ に 電 話 機 Ｂ が 接
続 さ れ て 構 成 さ れ る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ と の 間 で Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 中 に 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経
由 で 電 話 機 Ｃ が 発 呼 し た 場 合 に つ い て 示 し て い る 。 ま た 、 同 図 に お い て 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ
と Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ と の 間 に お い て は 、 Ｓ Ｉ Ｐ （ Session Initiation Protocol） に よ る 呼
制 御 が 行 わ れ る 場 合 に つ い て 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 電 話 機 Ａ か ら ダ イ ヤ ル 発 呼 が あ る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ か ら Ｉ Ｐ 網 経 由 で 発 呼 先 の 電 話 機
Ｂ に 接 続 さ れ た 制 御 ア ダ プ タ Ｂ に 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 Ｉ Ｎ
Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ か ら 電 話 機 Ｂ に 対 し て Ｉ Ｒ 信 号 が 送 出
さ れ る 。 電 話 機 Ｂ で は 、 こ の Ｉ Ｒ 信 号 に 応 じ て 呼 び 出 し 音 が 鳴 動 す る 。 一 方 、 制 御 ア ダ プ
タ Ｂ か ら Ｉ Ｐ 網 経 由 で 制 御 ア ダ プ タ Ａ に 対 し て 「 １ ８ ０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ が 送
出 さ れ る 。 こ の 「 １ ８ ０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ に 応 じ て 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ か ら 電 話
機 Ａ に 対 し て リ ン グ バ ッ ク ト ー ン （ Ｒ Ｂ Ｔ ） が 送 出 さ れ る 。 呼 び 出 し 音 に 応 じ て 電 話 機 Ｂ
で オ フ フ ッ ク 又 は 応 答 が あ る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ か ら Ｉ Ｐ 網 経 由 で 制 御 ア ダ プ タ Ａ に 対 し
て 接 続 許 可 を 示 す 「 ２ ０ ０ Ｏ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 ２ ０ ０ Ｏ Ｋ 」 メ ッ セ ー
ジ を 受 け る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ か ら 制 御 ア ダ プ タ Ｂ に 対 し て 「 Ａ Ｃ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出
さ れ る 。 制 御 ア ダ プ タ Ｂ で 「 Ａ Ｃ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 電 話 機 Ａ と
電 話 機 Ｂ と の 間 で 通 話 可 能 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 電 話 機 Ａ と 電 話 機 Ｂ と の 間 で 音 声 通 話 中 に 、 電 話 機 Ｃ か ら 電 話 機 Ｂ に 対
し て Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経 由 で ダ イ ヤ ル 発 呼 が あ る と 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 上 の 交 換 局 か ら 制 御 ア ダ プ タ Ｂ
に 対 し て Ｉ Ｒ 信 号 が 送 出 さ れ る 。 こ の Ｉ Ｒ 信 号 は 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応 答 部
７ ０ ７ で 検 知 さ れ 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動 応 答 部 ７ ０ ７ が 応 答 処 理 を 行 う 。 そ の 後 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 自 動
応 答 部 ７ ０ ７ は 、 擬 似 Ｂ Ｔ 生 成 部 ７ ０ ８ で 生 成 さ れ た 擬 似 Ｂ Ｔ を Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経 由 で 電 話 機
Ｃ に 送 出 す る 。 擬 似 Ｂ Ｔ を 聴 く と 、 電 話 機 Ｃ の オ ペ レ ー タ に お い て 電 話 機 Ｂ が 通 話 中 で あ
る こ と が 認 識 さ れ 、 切 断 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に 擬 似 Ｂ Ｔ を 送 出 し て 発 呼 先 の 電 話 機
が 通 話 中 で あ る こ と を 通 知 す る こ と で 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 通 話 し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経 由 で
か か っ て き た 発 呼 に 対 応 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う に 擬 似 Ｂ Ｔ を 送 出 す る こ と で 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 通 話 し て い る 間
に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経 由 で か か っ て き た 発 呼 に 対 応 す る 場 合 に は 、 通 話 者 （ 上 述 の 例 の 電 話 機 Ｂ
の オ ペ レ ー タ ） の 意 思 に 関 わ ら ず 応 答 処 理 が 行 わ れ る た め 、 そ の 応 答 処 理 に 応 じ て 課 金 が
発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 を し て い
る 間 に 新 た に か か っ て き た 発 呼 に 対 し て 適 切 且 つ 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る Ｉ Ｐ 電 話 装
置 、 制 御 装 置 及 び 着 信 通 知 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 オ ペ レ ー タ の ダ イ ヤ ル 発 呼 に 応 じ て Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制
御 を 行 い 、 こ の 通 信 制 御 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 又 は Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 新 た な 着 信 を 検 出 す る と 、 こ
の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 、 制 御 装 置 及 び 着 信 通 知 方 法 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通
話 を し て い る 間 に 新 た に か か っ て き た 発 呼 に 対 し て 適 切 且 つ 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 は 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制 御
を 行 う Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 と 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 を 検
出 す る 着 信 検 出 部 と 、 前 記 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 着 信
通 知 部 と 、 を 具 備 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 が 検 出 さ れ る
と 、 こ の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 が オ ペ レ ー タ に 通 知 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ
レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た な 着 信 に 対 応 す る こ と が で き る 。 こ
の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を し て い る 間 に お け る 新 た な 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 新 た な 着 信 に 対 応 す る か 否 か は オ ペ レ ー タ の 処 理 に 依 存 し 、 新 た な 着 信 の 発 呼 元
で あ る 電 話 装 置 と の 間 で 回 線 が 確 立 さ れ 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に 課 金 が 発 生 す る 事 態 は 生 じ な
い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に お け る 新 た な 発 呼 に 安 価 に 対 応 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に お い て 、 前 記 着 信 検 出 部 は 、
前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し 、 前
記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す
る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な
着 信 が 検 出 さ れ る と 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 が オ ペ レ ー
タ に 通 知 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た
な 着 信 に 対 応 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を し て い る 間 に お け
る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 対 応 す る か 否 か は オ ペ レ ー タ の 処 理 に 依 存 し 、 新
た な 着 信 の 発 呼 元 で あ る 電 話 装 置 と の 間 で 回 線 が 確 立 さ れ 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に 課 金 が 発 生
す る 事 態 は 生 じ な い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新
た な 発 呼 に 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に お い て 、 前 記 着 信 検
出 部 は 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 前 記 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検
出 し 、 前 記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通
知 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信
が 検 出 さ れ る と 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 が オ ペ レ ー タ に 通 知
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た な 着 信 に
対 応 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を し て い る 間 に お け る Ｉ Ｐ 網
か ら の 新 た な 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 対 応 す る か 否 か は オ ペ レ ー タ の 処 理 に 依 存 し 、 新 た な
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着 信 の 発 呼 元 で あ る 電 話 装 置 と の 間 で 回 線 が 確 立 さ れ 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に 課 金 が 発 生 す る
事 態 は 生 じ な い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 発 呼
に 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 第 １ か ら 第 ３ の い ず れ か の 態 様 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に お い て 、
前 記 着 信 通 知 部 は 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る こ
と で そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る
こ と で そ の 旨 が オ ペ レ ー タ に 通 知 さ れ る 。 こ の た め 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の オ ペ レ ー タ は 、 現
在 通 話 中 の 相 手 と 通 話 を し な が ら 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 に 係 る 制 御 装 置 は 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と し て の 機 能 を 有 し な い 電 話 装 置
に 接 続 さ れ 当 該 電 話 装 置 を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と し て 機 能 さ せ る 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 話 装
置 か ら ダ イ ヤ ル 発 呼 を 受 け る と Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制 御 を 行 う Ｉ Ｐ 電 話
制 御 部 と 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 を 検 出 す る 着 信 検 出
部 と 、 前 記 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 着 信 通 知 部 と 、 を 具
備 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 が 検 出 さ れ る
と 、 こ の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 が オ ペ レ ー タ に 通 知 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ
レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た な 着 信 に 対 応 す る こ と が で き る 。 こ
の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を し て い る 間 に お け る 新 た な 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 新 た な 着 信 に 対 応 す る か 否 か は オ ペ レ ー タ の 処 理 に 依 存 し 、 新 た な 着 信 の 発 呼 元
で あ る 電 話 装 置 と の 間 で 回 線 が 確 立 さ れ 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に 課 金 が 発 生 す る 事 態 は 生 じ な
い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に お け る 新 た な 発 呼 に 安 価 に 対 応 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 は 、 第 ５ の 態 様 に 係 る 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 着 信 検 出 部 は 、 前 記
Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し 、 前 記 着
信 通 知 部 は 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 構
成 を 採 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な
着 信 が 検 出 さ れ る と 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 が オ ペ レ ー
タ に 通 知 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た
な 着 信 に 対 応 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を し て い る 間 に お け
る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 対 応 す る か 否 か は オ ペ レ ー タ の 処 理 に 依 存 し 、 新
た な 着 信 の 発 呼 元 で あ る 電 話 装 置 と の 間 で 回 線 が 確 立 さ れ 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に 課 金 が 発 生
す る 事 態 は 生 じ な い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新
た な 発 呼 に 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 態 様 は 、 第 ５ 又 は 第 ６ の 態 様 に 係 る 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 着 信 検 出 部
は 、 前 記 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る 前 記 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し
、 前 記 着 信 通 知 部 は 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す
る 構 成 を 採 る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 に よ る 通 信 制 御 中 に お け る Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信
が 検 出 さ れ る と 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 の 検 出 に 応 じ て そ の 旨 が オ ペ レ ー タ に 通 知
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た な 着 信 に
対 応 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を し て い る 間 に お け る Ｉ Ｐ 網
か ら の 新 た な 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 対 応 す る か 否 か は オ ペ レ ー タ の 処 理 に 依 存 し 、 新 た な
着 信 の 発 呼 元 で あ る 電 話 装 置 と の 間 で 回 線 が 確 立 さ れ 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に 課 金 が 発 生 す る
事 態 は 生 じ な い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 発 呼
に 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 態 様 は 、 第 ５ か ら 第 ７ の い ず れ か の 態 様 に 係 る 制 御 装 置 に お い て 、 前 記
着 信 通 知 部 は 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る こ と で
そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 構 成 を 採 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る
こ と で そ の 旨 が オ ペ レ ー タ に 通 知 さ れ る 。 こ の た め 、 本 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の オ ペ レ ー タ は 、 現
在 通 話 中 の 相 手 と 通 話 を し な が ら 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 態 様 に 係 る 着 信 通 知 方 法 は 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 に 必 要 な 通 信 制 御
を 行 う 工 程 と 、 前 記 通 信 制 御 中 に お け る 新 た な 着 信 を 検 出 す る 工 程 と 、 前 記 新 た な 着 信 の
検 出 に 応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る 工 程 と 、 を 具 備 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 態 様 は 、 第 ９ の 態 様 に 係 る 着 信 通 知 方 法 に お い て 、 前 記 通 信 制 御 中 に
お け る Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し 、 こ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 か ら の 新 た な 着 信 に 応 じ て
そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ １ の 態 様 は 、 第 ９ 又 は 第 １ ０ の 態 様 に 係 る 着 信 通 知 方 法 に お い て 、 前 記 通
信 制 御 中 に お け る 前 記 Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 を 検 出 し 、 こ の Ｉ Ｐ 網 か ら の 新 た な 着 信 に
応 じ て そ の 旨 を オ ペ レ ー タ に 通 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ ２ の 態 様 は 、 第 ９ か ら 第 １ １ の い ず れ か の 態 様 に 係 る 着 信 通 知 方 法 に お い
て 、 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 を 付 加 す る こ と で そ の 旨 を オ
ペ レ ー タ に 通 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が 適 用 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を
示 す 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 は 、 後 述 す る 制 御 ア
ダ プ タ に 通 常 の 電 話 機 が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る も の と す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 通 常 の
電 話 機 と は 、 Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 を す る 機 能 を 有 し な い 電 話 機 の こ と を い う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 以 下 の 説 明 に お け る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 は 、 総 務 省 が 定 義 し 通 信 事 業 者 が 運 用 す る Ｉ Ｐ
電 話 や 、 ロ ー カ ル な ネ ッ ト ワ ー ク 又 は 自 営 網 で の Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ 等 の コ ン ピ ュ ー タ 通 信 プ ロ
ト コ ル に よ る ネ ッ ト ワ ー ク で 実 現 さ れ る も の も 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ は 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に 通 常 の 電 話 機 Ａ
１ ０ ２ が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 。 同 様 に 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ は 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-303470 A 2005.10.27



４ に 通 常 の 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 。 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ は 、 接 続 さ れ
る 電 話 機 Ａ １ ０ ２ を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と し て 機 能 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 制 御 ア ダ プ タ Ｂ に つ い
て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ 及 び 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ３ は 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ に 接 続 可 能 な 構 成 を
有 す る 。 電 話 機 Ａ １ ０ ２ 及 び 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ は 、 そ れ ぞ れ 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ 及 び 制 御
ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ を 介 し て Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 音 声 通 話 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 制 御 ア ダ プ
タ Ａ １ ０ １ 及 び 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ に 接 続 可 能 な 構 成 を 有 す る 。
電 話 機 Ａ １ ０ ２ 及 び 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ は 、 そ れ ぞ れ 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ 及 び 制 御 ア ダ プ タ
Ｂ １ ０ ４ を 介 し て 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 で 通 話 が 可 能 で あ る 。 図 １ に お い て は 、 制 御 ア
ダ プ タ Ａ １ ０ １ が Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ に の み 接 続 さ れ 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ が Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 及
び Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ に 接 続 さ れ た 場 合 に つ い て 示 し て い る 。 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ
網 １ ０ ７ に 接 続 さ れ た 通 常 の 電 話 機 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 Ｉ
Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ も 同 一 の 構 成 を 有 す る 。 な お 、 図 １ に お い て は 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０
０ は Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ に 接 続 さ れ て い な い が 、 便 宜 上 、 図 ２ に お い て は 関 連 す る 構 成 を 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 同 図 に 示 す Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ に お い て 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ は 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部
２ ０ １ 、 Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） 部 ２ ０ ２ 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ｉ ／
Ｆ ） 部 ２ ０ ３ 及 び 電 話 機 イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） 部 ２ ０ ４ を 備 え る 。 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部
２ ０ １ は 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ の 全 体 の 動 作 を 制 御 す る も の で あ り 、 接 続 さ れ た 電 話 機
Ａ １ ０ ２ を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と し て 機 能 さ せ る た め の 制 御 を 実 行 す る 。 例 え ば 、 Ｉ Ｐ 電 話 制 御
部 ２ ０ １ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ に 代 表 さ れ る 呼 制 御 プ ロ ト コ ル を 実 行 す る 。 Ｌ Ａ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ０ ２ 、
Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ０ ３ 及 び 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ０ ４ は 、 そ れ ぞ れ 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ が
接 続 さ れ る Ｌ Ａ Ｎ （ Ｌ Ａ Ｎ 経 由 で 接 続 さ れ る Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ ） 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 及 び 電 話
機 Ａ １ ０ ２ と の 間 の イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ０ ３ に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 発 着 信 制 御 部 ２ ０ ５ 及 び Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６
が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６ に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部 ２ ０ ７ が 接 続
さ れ て い る 。 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 発 着 信 制 御 部 ２ ０ ５ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ を 介 し て 通 信 先 と の 間 の
発 信 及 び 着 信 を 制 御 す る 。 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ を 介 し て 音 声
通 話 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ０ ３ に 入 力 さ れ た 特 定 の 信 号 を 検 知 す る こ と で 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網
１ ０ ７ 経 由 の 着 信 を 検 出 す る 。 例 え ば 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７
上 の 交 換 局 か ら 送 出 さ れ る Ｉ Ｒ 信 号 を 検 知 す る 。 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部 ２ ０ ７ は 、 Ｉ Ｐ 網 １
０ ６ を 介 し て 音 声 通 話 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 着 信 が あ っ た 場 合 に そ の 旨 を 電 話 機 Ａ
１ ０ ２ に 通 知 す る 。 例 え ば 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部 ２ ０ ７ は 、 通 話 中 の 電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 着
信 し た 旨 を 示 す 着 信 音 を 送 出 す る こ と で Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 着 信 が あ っ た 旨 を 通 知 す
る 。 な お 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に Ｌ Ｃ Ｄ 等 の 表 示 部 を 設 け 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 着
信 が あ っ た 旨 を 表 示 し た り 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 素 子 を 設 け 、 そ の 発
光 素 子 を 発 光 さ せ る こ と で そ の 旨 を 報 知 し た り す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に 電 話 機 Ａ １ ０ ２ を 接 続 し て Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １
０ ０ が 構 成 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 制 御 ア ダ プ タ Ａ １
０ １ に 電 話 機 Ａ １ ０ ２ を 接 続 せ ず に 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ の 機 能 を 有 す る 制 御 ボ ー ド を
電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 搭 載 す る こ と で Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ を 実 現 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ は 、 上 記 構 成 を 有 す る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ り Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 音 声 通 話 中 に Ｐ Ｓ
Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 発 呼 に 対 応 す る 際 の 処 理 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 同 図 に お い て は
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、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ と 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ と の 間 で Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 音 声 通
話 中 に 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 で 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ が 発 呼 し た 場 合 に つ い て 示 し て い る 。 ま
た 、 同 図 に お い て 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ と Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ と の 間 に お い て は 、 Ｓ
Ｉ Ｐ に よ る 呼 制 御 が 行 わ れ る 場 合 に つ い て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 電 話 機 Ａ １ ０ ２ か ら ダ イ ヤ ル 発 呼 が あ る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経
由 で 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ に 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ
Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ に 対 し て Ｉ Ｒ 信
号 が 送 出 さ れ る 。 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ で は 、 こ の Ｉ Ｒ 信 号 に 応 じ て 呼 び 出 し 音 が 鳴 動 す る 。 一
方 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に 対 し て 「 １ ８
０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 １ ８ ０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ
に 応 じ て 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ か ら 電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 対 し て リ ン グ バ ッ ク ト ー ン （ Ｒ Ｂ
Ｔ ） が 送 出 さ れ る 。 呼 び 出 し 音 に 応 じ て 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ で オ フ フ ッ ク 又 は 応 答 が あ る と 、
制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に 対 し て 接 続 許 可 を
示 す 「 ２ ０ ０ Ｏ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 ２ ０ ０ Ｏ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と
、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ か ら 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ に 対 し て 「 Ａ Ｃ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出
さ れ る 。 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ で 「 Ａ Ｃ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し
て 電 話 機 Ａ １ ０ ２ と 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と の 間 で 通 話 可 能 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 電 話 機 Ａ １ ０ ２ と 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と の 間 で 音 声 通 話 中 に 、 電 話 機
Ｃ １ ０ ８ か ら 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ に 対 し て Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 で ダ イ ヤ ル 発 呼 が あ る と 、 Ｐ
Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 上 の 交 換 局 か ら 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ に 対 し て Ｉ Ｒ 信 号 が 送 出 さ れ る 。 制
御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ の Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６ は 、 こ の Ｉ Ｒ 信 号 を 検 知 す る こ と で 、 Ｐ
Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 着 信 を 検 出 す る 。 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６ が Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経
由 の 着 信 を 検 出 す る と 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部 ２ ０ ７ は 、 電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 着 信 し た 旨 を 示
す 着 信 音 を 送 出 す る こ と で Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 着 信 が あ っ た 旨 を 通 知 す る 。 具 体 的 に
は 、 通 話 中 の 音 声 に 着 信 音 を 付 加 し て 送 出 す る こ と で そ の 旨 を 通 知 す る 。 こ の 着 信 音 を 把
握 す る こ と で 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の オ ペ レ ー タ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 で 発 呼 が あ っ た 旨
を 認 識 す る 。 こ の よ う に 音 声 通 話 中 の 音 声 に 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 示 す 着 信 音 が 付 加 さ
れ る た め 、 オ ペ レ ー タ は 、 現 在 通 話 中 の 相 手 と 通 話 を し な が ら 新 た な 着 信 が あ っ た 旨 を 認
識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ に は Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ の 交 換 局 か ら リ ン グ バ ッ ク ト ー ン （ Ｒ Ｂ Ｔ ） が 送
出 さ れ る 。 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ の オ ペ レ ー タ が 自 ら 受 話 器 等 を 置 く な ど し て 切 断 処 理 を 行 わ な
い 限 り 、 こ の Ｒ Ｂ Ｔ が 継 続 し て 送 出 さ れ る 。 こ の Ｒ Ｂ Ｔ が 送 出 さ れ て い る 間 に 、 制 御 ア ダ
プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら の 着 信 音 を 認 識 し た 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の オ ペ レ ー タ が 電 話 機 Ａ １ ０ ２ と の
通 話 を 切 断 し た 場 合 に は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ を 介 し て 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ と
の 間 で 通 話 が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ の オ ペ レ ー タ は 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の
通 話 終 了 を 待 機 す る こ と で 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の オ ペ レ ー タ と 通 話 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 音 声 通 話 を
し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 の 着 信 が あ っ た 場 合 に は 、 そ の 旨 を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の オ
ペ レ ー タ に 通 知 す る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し
新 た に か か っ て き た 着 信 に 対 応 す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経
由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 で か か っ て き た 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ か ら Ｉ Ｒ 信 号 を 受 信 し た 場 合 で あ っ て も 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０
４ か ら 電 話 機 Ｃ １ ０ ８ に 対 し て 何 ら 処 理 は 行 わ な い 。 こ の た め 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と 電 話 機
Ｃ １ ０ ８ と の 間 の 回 線 は 確 立 さ れ ず 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ に 対 し て 課 金 が 発 生 す る こ と は な い
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。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 経 由 で か か っ て
き た 発 呼 に 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が Ｉ Ｐ 網 経 由 で 音 声 通 話 を し て い る 間 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 経
由 で か か っ て き た 発 呼 に 対 応 す る の に 対 し 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 は 、 Ｉ Ｐ 網
経 由 で 音 声 通 話 し て い る 間 に さ ら に Ｉ Ｐ 網 経 由 で か か っ て き た 発 呼 に 対 応 す る 点 で 相 違 す
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が 適 用 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を
示 す 図 で あ る 。 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 と 同 様 に 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話
装 置 も 、 制 御 ア ダ プ タ に 通 常 の 電 話 機 が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る も の と す る 。 な お 、 図 ４ に
お い て 、 図 １ と 同 様 の 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ に 示 す ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 図 に お い て は 、 新 た な Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｃ ４ ０ ０ を 構 成 す る 制
御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ が Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ に 接 続 さ れ て い る 点 で 図 １ に 示 す ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 図
と 相 違 す る 。 こ の 制 御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ に 電 話 機 ４ ０ ２ が 接 続 さ れ て Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｃ ４ ０
０ が 構 成 さ れ る 。 電 話 機 Ａ １ ０ ２ 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ 及 び 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ は 、 そ れ ぞ れ 制 御
ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ 及 び 制 御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ を 介 し て 、 Ｉ Ｐ 網 １
０ ６ 経 由 で 音 声 通 話 が 可 能 で あ る 。 な お 、 図 ４ に 示 す ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 図 に お い て は 、 制
御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ は 接 続 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ５ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 Ｉ
Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｃ ４ ０ ０ も 同 一 の 構 成 を 有 す る 。 な お 、 図 ５ に お い て
、 図 ２ と 同 様 の 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ５ に 示 す Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ の 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ は 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ イ ン タ ー フ ェ ー
ス （ Ｉ ／ Ｆ ） 部 ２ ０ ３ 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 発 着 信 制 御 部 ２ ０ ５ 、 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部 ２ ０ ６ 及 び Ｐ
Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部 ２ ０ ７ を 有 し な い 点 、 並 び に 、 話 中 着 信 検 出 部 ５ ０ １ 及 び 話 中 着 信 通 知
部 ５ ０ ２ を 有 す る 点 で 図 ２ に 示 す 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ と 相 違 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 話 中 着 信 検 出 部 ５ ０ １ は 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 音 声 通 話 中 に Ｌ Ａ Ｎ Ｉ ／ Ｆ 部 ２ ０ ２ を
介 し て Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部 ２ ０ １ に 入 力 さ れ た 特 定 の 信 号 を 検 知 す る こ と で 、 通 話 中 の Ｉ Ｐ 網
１ ０ ６ 経 由 の 着 信 を 検 出 す る 。 例 え ば 、 話 中 着 信 検 出 部 ５ ０ １ は 、 発 呼 元 の 電 話 機 に 接 続
さ れ る 制 御 ア ダ プ タ か ら 送 出 さ れ る 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ を 検 知 す る 。 話 中 着 信 通
知 部 ５ ０ ２ は 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 音 声 通 話 中 に さ ら に Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 の 着 信 が あ っ
た 場 合 に そ の 旨 を 電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 通 知 す る 。 着 信 が あ っ た 旨 を 通 知 す る 手 法 に つ い て は
図 ２ に 示 す Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部 ２ ０ ７ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ は 、 上 記 構 成 を 有 す る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ り Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 通 話 中 に さ ら に Ｉ
Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 の 発 呼 に 対 応 す る 際 の 処 理 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 同 図 に お い て は 、
Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ と 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ と の 間 で Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 音 声 通 話
中 に 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｃ ４ ０ ０ が 発 呼 し た 場 合 に つ い て 示 し て い る 。 ま
た 、 同 図 に お い て 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ １ ０ ０ と Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ １ ０ ３ と の 間 、 並 び に Ｉ Ｐ 電
話 装 置 Ｂ １ ０ ３ と Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｃ ４ ０ ０ と の 間 に お い て は 、 Ｓ Ｉ Ｐ に よ る 呼 制 御 が 行 わ れ
る 場 合 に つ い て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 電 話 機 Ａ １ ０ ２ か ら ダ イ ヤ ル 発 呼 が あ る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経
由 で 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ に 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ
Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ に 対 し て Ｉ Ｒ 信
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号 が 送 出 さ れ る 。 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ で は 、 こ の Ｉ Ｒ 信 号 に 応 じ て 呼 び 出 し 音 が 鳴 動 す る 。 一
方 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に 対 し て 「 １ ８
０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 １ ８ ０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ
に 応 じ て 、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ か ら 電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 対 し て リ ン グ バ ッ ク ト ー ン （ Ｒ Ｂ
Ｔ ） が 送 出 さ れ る 。 呼 び 出 し 音 に 応 じ て 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ で オ フ フ ッ ク 又 は 応 答 が あ る と 、
制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ に 対 し て 接 続 許 可 を
示 す 「 ２ ０ ０ Ｏ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 ２ ０ ０ Ｏ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と
、 制 御 ア ダ プ タ Ａ １ ０ １ か ら 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ に 対 し て 「 Ａ Ｃ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出
さ れ る 。 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ で 「 Ａ Ｃ Ｋ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 け る と 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し
て 電 話 機 Ａ １ ０ ２ と 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と の 間 で 通 話 可 能 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 電 話 機 Ａ １ ０ ２ と 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と の 間 で 通 話 中 に 、 電 話 機 Ｃ ４
０ ２ か ら ダ イ ヤ ル 発 呼 が あ る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 制 御 ア ダ
プ タ Ｂ １ ０ ４ に 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ
ー ジ を 受 け る と 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ に 対 し て Ｉ Ｒ 信 号 （ 図 中 省 略
） が 送 出 さ れ る 。 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ で は 、 こ の Ｉ Ｒ 信 号 に 応 じ て 呼 び 出 し 音 （ 図 中 省 略 ） が
鳴 動 す る 。 一 方 、 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 （ 図 中 省 略 ） で 制 御 ア ダ プ
タ Ｃ ４ ０ １ に 対 し て 「 １ ８ ０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る 。 こ の 「 １ ８ ０ Ｒ
ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ に 応 じ て 、 制 御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ か ら 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ に 対 し て
リ ン グ バ ッ ク ト ー ン （ Ｒ Ｂ Ｔ ） が 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 制 御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ の 話 中 着 信 検 出 部 ５ ０ １ は 、 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ を 検 知
す る こ と で 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 の 着 信 を 検 出 す る 。 話 中 着 信 検 出 部 ５ ０ １ が Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６
経 由 の 着 信 を 検 出 す る と 、 話 中 着 信 通 知 部 ５ ０ ２ は 、 電 話 機 Ａ １ ０ ２ に 着 信 し た 旨 を 示 す
着 信 音 を 送 出 す る こ と で Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 の 着 信 が あ っ た 旨 を 通 知 す る 。 具 体 的 に は 、 通
話 中 の 音 声 に 着 信 音 を 付 加 し て 送 出 す る こ と で そ の 旨 を 通 知 す る 。 こ の 着 信 音 を 把 握 す る
こ と で 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の オ ペ レ ー タ は 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 発 呼 が あ っ た 旨 を 認 識 す る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ に は 制 御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ か ら リ ン グ バ ッ ク ト ー ン （ Ｒ Ｂ Ｔ ） が 送 出 さ
れ る 。 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ の オ ペ レ ー タ が 自 ら 受 話 器 等 を 置 く な ど し て 切 断 処 理 を 行 わ な い 限
り 、 こ の Ｒ Ｂ Ｔ が 継 続 し て 送 出 さ れ る 。 こ の Ｒ Ｂ Ｔ が 送 出 さ れ て い る 間 に 、 制 御 ア ダ プ タ
Ｂ １ ０ ４ か ら の 着 信 音 を 認 識 し た 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の オ ペ レ ー タ が 電 話 機 Ａ １ ０ ２ と の 通 話
を 切 断 し た 場 合 に は 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ と の 間 で 通
話 が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ の オ ペ レ ー タ は 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の 通 話 終 了
を 待 機 す る こ と で 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ の オ ペ レ ー タ と 通 話 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 音 声 通 話 を
し て い る 間 に Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 の 着 信 が あ っ た 場 合 に は 、 そ の 旨 を Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の オ ペ レ
ー タ に 通 知 す る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ レ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 現 在 の 音 声 通 話 を 切 断 し 新 た
に か か っ て き た 着 信 に 対 応 す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で
音 声 通 話 し て い る 間 に Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で か か っ て き た 発 呼 に 適 切 に 対 応 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 制 御 ア ダ プ タ Ｃ ４ ０ １ か ら 「 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 」 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 場 合 に は 、 制
御 ア ダ プ タ Ｂ １ ０ ４ か ら 「 １ ８ ０ Ｒ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ 」 メ ッ セ ー ジ が 送 出 さ れ る の み で あ る 。
こ の た め 、 電 話 機 Ｂ １ ０ ５ と 電 話 機 Ｃ ４ ０ ２ と の 間 の 回 線 は 確 立 さ れ ず 、 原 則 と し て 電 話
機 Ｂ １ ０ ５ に 対 し て 課 金 が 発 生 す る こ と は な い 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で 音 声 通 話
し て い る 間 に Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ 経 由 で か か っ て き た 発 呼 に 安 価 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 な お 、 上 記 の 説 明 に お い て は 、 本 発 明 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が Ｖ ｏ Ｉ Ｐ プ ロ ト コ ル と し て
Ｓ Ｉ Ｐ を 実 行 す る 場 合 の み 説 明 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 す な わ ち 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ プ
ロ ト コ ル と し て Ｈ ． ３ ２ ３ や Ｍ Ｇ Ｃ Ｐ （ Media Gateway Control Protocol） を 実 行 す る Ｉ
Ｐ 電 話 装 置 に 対 し て も 適 用 す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の 説 明 に お い て 、 特 に 図 ３ 及 び 図 ６ に 示 す シ ー ケ ン ス に お い て は 、 Ｉ Ｐ 電 話
装 置 間 で 直 接 Ｓ Ｉ Ｐ を 実 行 す る 場 合 に つ い て 示 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 か か る
Ｓ Ｉ Ｐ を 実 行 す る 際 に 、 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の 間 に Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ を 介 在 さ せ 、 こ の Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ
を 介 し て Ｓ Ｉ Ｐ を 実 行 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 の 説 明 に お い て は 、 実 施 の 形 態 １ 及 び 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 を
独 立 し た 装 置 と し て 説 明 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 す な わ ち 、 実 施 の 形 態 １ 及 び
実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の 双 方 の 機 能 を 有 し 、 Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ を 介 し て 音 声 通 話 中
に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網 １ ０ ７ 及 び Ｉ Ｐ 網 １ ０ ６ か ら の 新 た な 着 信 に 対 応 す る こ と は 実 施 の 形 態 と し
い て 好 ま し い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 、 制 御 装 置 及 び 着 信 通 知 方 法 に よ れ ば 、 Ｉ Ｐ 網 経 由 で 通 話 し
て い る 間 に 新 た に か か っ て き た 発 呼 に 対 し て 適 切 且 つ 安 価 に 対 応 す る こ と が で き 、 オ ペ レ
ー タ の 利 便 性 に 優 れ た Ｉ Ｐ 電 話 装 置 等 を 提 供 で き る 点 で 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が 適 用 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 示
す 図
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ り Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 経
由 の 発 呼 に 対 応 す る 際 の 処 理 を 示 す シ ー ケ ン ス 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 が 適 用 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 示
す 図
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ り Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 音 声 通 話 中 に さ ら に Ｉ Ｐ
網 経 由 の 発 呼 に 対 応 す る 際 の 処 理 を 示 す シ ー ケ ン ス 図
【 図 ７ 】 近 年 の 要 請 に 対 応 す る た め の Ｉ Ｐ 電 話 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す Ｉ Ｐ 電 話 装 置 に よ り Ｉ Ｐ 網 を 介 し て 通 話 中 に Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 経 由 の 発 呼 に 対
応 す る 際 の 処 理 を 示 す シ ー ケ ン ス 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ａ
　 １ ０ １ 　 制 御 ア ダ プ タ Ａ
　 １ ０ ２ 　 電 話 機 Ａ
　 １ ０ ３ 　 Ｉ Ｐ 電 話 装 置 Ｂ
　 １ ０ ４ 　 制 御 ア ダ プ タ Ｂ
　 １ ０ ５ 　 電 話 機 Ｂ
　 １ ０ ６ 　 Ｉ Ｐ 網
　 １ ０ ７ 　 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 網
　 １ ０ ８ 　 電 話 機 Ｃ
　 ２ ０ １ 　 Ｉ Ｐ 電 話 制 御 部
　 ２ ０ ５ 　 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 発 着 信 制 御 部
　 ２ ０ ６ 　 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 検 出 部
　 ２ ０ ７ 　 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ 着 信 通 知 部
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　 ４ ０ ０ 　 Ｉ Ｐ 電 話 装 置
　 ４ ０ １ 　 制 御 ア ダ プ タ Ｃ
　 ４ ０ ２ 　 電 話 機 Ｃ
　 ５ ０ １ 　 話 中 着 信 検 出 部
　 ５ ０ ２ 　 話 中 着 信 通 知 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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